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この標題は、医師であり随筆家でもある斎藤茂太さんの言葉です。「どくとるマンボウ」

の愛称で親しまれた作家である北杜夫さんのお兄さんでもあります。 

厳しい言葉のようにも聞こえますが、とても深い意味があります。「人生で成功するため

には失敗の経験が不可欠である」「私たちは失敗によって立ち止まり、自分を振り返る機会

に恵まれる」という解釈のように、この言葉からは、失敗することに対して積極思考で臨ん

でいく姿勢が感じられます。取り返しのつかないような致命的な失敗でない限り、むしろ失

敗することでしか学べないことがあるといった、前向きな言葉です。 

失敗はしないに越したことはないですが、失敗し挫折をすることで、他人の痛みが分かる

ようになったり、失敗する前の自分より強くなったりするでしょう。失敗は、自分を成長さ

せる機会にもなり得るのです。 

かくいう私も数々の大なり小なりの失敗をしてきました。落ち込んでしまい、気力がほと

んどなくっていたことももちろんあります。しかし、この標題の言葉を聞いたとき、救われ

たような気がしました。どんなに悪い状況でも微かに残っている良い部分をクローズアップ

して、前向きな気持ちで進んでいくことで、結構人生が拓けてきます。 

中学生の皆さんはまだまだ人生の序盤です。取り返しのつかない失敗ということはまずな

いでしょう。何か失敗があったとしても充分取り返せます。話を聞いてくれたり相談に乗っ

てくれたりする人も、周りにいるのではないでしょうか。 

また、希望が叶ったり幸運なことがあったりしたときは、やはりとても嬉しいものです。

喜びを噛みしめたいです。大いに噛みしめてください。でも浮かれすぎてはいけません。 

「明けない夜はない」ように「暮れない日もない」のです。ひとしきり喜んだら次へのス

テップに向けての努力が必要です。「勝って兜の緒を締めよ」とはよく言ったものです。 

学年末考査が終わったばかりの今ですが、テストが返却されてから行うべきことはわかっ

ていますね。「失敗は成功のもと」とも言われます。「失敗を認め、その原因をつきつめて改

善すれば成功に近づく」のです。でも愚かなのは、同じ失敗を何度も繰り返すこと・・・そ

んな風にはなってほしくはありません。 

３月はどの学年の生徒にも節目になる月です。特に３年生は大きな節目を迎えます。三田

中学校で様々なことを学んだり経験したりしたことを、次の世界で大いに生かしてほしいと

思います。感謝の気持ちを忘れずにこの３年間で培った「三田中魂」と「三田中愛」を忘れ

ずに、また、新しいステージで活躍してください。 

人生に失敗がないと人生を失敗する 
～ 三田中魂と三田中愛を忘れず 

       積極思考で前向きに ～ 
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〇 理科出前授業 
 1月 30日(火)、2年生は、お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンター特任講師の方に
よる理科の出前授業を受けました。「風の力で電気をつくる!?」をテーマとして、効率的に発電する方法
を実験して見つけ出すという流れでした。講師の先生手作りのモーターの羽の枚数、形や向きを工夫し
て最大の電圧を発生させる実験に取り組んでいました。微妙な羽の向きで電圧の値が大きく変化するこ
とを体感しました。今後の理科学習がより深まる充実した授業となりました。 
〇  生徒会朝礼 笑顔 100%週間の報告 
 2月 5日(月)、生徒会朝礼が行われました。生徒会長や各委員会の委員長から、先日の「笑顔 100%
週間」の取組についての結果が発表されました。比較的よく出来た内容を述べたり、まだまだ課題が
あって反省を述べたりした委員会もありました。専門委員が積極的に活動し、学校全体に笑顔が増え
ました。今後もさらに笑顔あふれる学校であることを期待しています。 
〇 地域清掃 
 2月 8日(木)放課後、生徒会のメンバーが日頃お世話になっている通学路の北門から桜田通り・聖坂付近
を清掃しました。 
〇 2年保護者会 
 2月 9日(金) ６時間目の時間帯に、来年度のシンガポールへの修学旅行について２年生保護者対象の
説明会を行いました。校長先生から海外修学旅行がシンガポールに決まった経緯や修学旅行の概要、学
年の先生からはさらに詳しい説明がありました。また、教育委員会指導主事の先生や旅行会社の方から
の説明もありました。今後、当該学年の保護者の方を中心にご協力をお願いいたします。 
〇 学校評議員会 
 2月 15日(木)、今年度最後の学校評議員会がいじめ対策協議会を兼ねて行われました。校長から今年度の
学校運営や新学習指導要領に則った教育活動、また、副校長から学校評価の結果(学校 HP
の学校関係者評価にも掲載)や令和 6年度の教育課程、出席の教員からは来年度の年間計
画やいじめや不登校に対する取組について、お話ししました。学校評議員やいじめ対策
協議委員の皆様からも、貴重なご意見やご質問をいただきました。地域の方々に支えら
れ、見守られていることがひしひしと伝わってまいりました。委員の皆さま、いつも本当
にありがとうございます。 
〇 避難訓練 
2月 16日(金)の 6校時、地震が発生し、有毒ガス・煙が発生したという想定のもとで、避難訓練が行

われました。今回は、避難経路に生徒の安全を確保できる場所で発煙筒を焚き、より現実に近い形で臨

場感あふれるものとなりました。点呼後、副校長から火災時の煙から身を守る姿勢、1月 1日に発生し

た能登半島地震や津波の話がありました。 

〇 学年末考査 
2月 22日(木)から 27日(火)まで学年末考査を実施しました。今年度最後の定期考査となりました。 
一人一人が一年間のまとめとしてしっかりと取り組んでいました。 
〇 新入生説明会 
3月 2日(土)、来年度入学予定の児童・保護者を対象に新入生説明会を行います。中学校生活のスタ

ートがスムーズなものとなるように、本校の紹介や学校指定の購入品についての説明をします。また、標準服を着るこ

とや体育着等の採寸等、参加する児童が入学を心待ちにしていることでしょう。 

〇 能登半島地震募金のお礼  
 能登半島地震募金にご協力ありがとうございました。日本赤十字社を通じて総額 292,766円を寄付いたしました。 

〇 生徒のがんばり 
♦第 23回全国中学校創造ものづくり教育フェア 審査員特別賞  1名   (3年生) 
♦第 20回創造ものづくり教育フェア in Tokyo 技術分野Ⅱ(自由製作部作品) 
  優秀賞； １名  (3年生) 
  奨励賞； 2名  (3年生)   2名   (1年生)  
 ♦令和 5年度全国中学校体育大会第 44回全国中学校アイスホッケー大会 第 4位  1名 (3年生) 
♦第 44回全国小・中学生作品コンクール 理科部門 子どもの文化・教育研究所 理事長賞   1名 (2年生) 
♦令和 5年度港区中学生・高校生探究型学習発表会 港区教育長賞  1名 (2年生) 

☆ 3月～4月上旬のおもな予定 ☆ 
3月  1日(金) 専門委員会・中央委員会 
3月 2日(土) 授業日・新入生説明会 
3月 4日(月) 生徒会朝礼・安全指導 
3月 5日(火)  性教育授業(3年生)・PTA実行委員会 
3月 6日(水)   認知症サポーター講座(3年生) 
3月 7日(木)   卒業遠足(3年生) 富士急ハイランド 

3年生を送る会リハーサル 
3月 8日(金)  3年生を送る会 3年特別時間割始 
3月 11日(月) 避難訓練 

3月 12日(火)  ESAT-J（１・2年生） 
3月 15日(金) 卒業式予行 
3月 18日(月) 卒業式準備 
3月 19日(火) 第 23回 卒業式 
3月 21日(木) 情報モラル講習会(2年生)・保護者会(1・2年生)   
3月 22日(金)  大掃除 
3月 25日(月)  修了式  
3月 26日(火)  春季休業日始(～4/5)  
4月 8日(月) 始業式 


